
学校関係者評価

評価項目と具体的取組 評価指標 取組の状況
達成
状況

学校関係者評価者による意
見

〈学校運営〉 【満足度指標】

Ａ：100%

Ｂ： ９０％以上

Ｃ：８０％以上

Ｄ：８０％未満

〈人材育成〉 【満足度指標】

Ａ：100%

Ｂ： ９０％以上

Ｃ：８０％以上

Ｄ：８０％未満

〈いじめ・不登校対
応〉

【満足度指標】

Ａ：100%

Ｂ： ９０％以上

Ｃ：８０％以上

Ｄ：８０％未満

〈基礎・基本の学力の
定着〉

【成果指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

・計画的に，授
業力向上及び生
徒指導力向上に
関する研修会を
行った。
・日常的に情報
交換を頻繁に行
い，指導力の向
上に役立ててい
る。

Ａ

・校内研修会やミニ研修
会の計画を年度当初に
立て，研修の機会を増や
す。教職員の得意分野を
生かしたミニ研修会を設
ける。
・学年や分掌ごとに，日
常的かつ意識的に，OJT
を進めていく。

・計算などの基本的な問
題について，目標基準値
を達成できている。
・次年度も適切に取り組
んでほしい。

・級外が支援として入る
組織的な個別指導が必
要である。
・類題20題のテストなの
でより正確な計算力の育
成を図る。
・来年度は，達成度判断
基準値を上げる。
・国語科の言語事項につ
いての全校的取組を実
施していく。

・主要事業は，
主任や担当者を
中心に，計画・
実行・検証・提
言の流れで実施
できた。
・検証では，次
に生かすための
審議が諮られ，
次年度への課題
を明確にしてい
る。

Ａ

・主要事業は，主任や担
当者を中心に，計画・実
行・検証・提言の流れで
確立されている。
・次年度も適切に実施し
ていってほしい。

次年度に向けての
改善計画

・年度当初～1学期にか
けて，主任や担当者が変
わることによる事業の滞り
が起こらないよう，打合せ
を密にする。
・提言を次年度の実施要
項等に赤字で明記して
おくことにし，確実な改善
と校務の効率化を図る。

・授業力，生徒指導力，
学級経営力の向上を図る
ために，日常のOJTや校
内研修を行っている。
・教職員の得意分野を生
かした研修会の回数を増
やし，計画的に実施する
必要がある。

・いじめ・不登校対応にお
いて，チームで対応し，未
然防止と早期発見，早期
解決に努めている。
・問題の対応についての
情報共有を，ぬかりなく行
う必要がある。

Ｂ

Ｂ

・普段の職員室での会話
で気軽に相談できるとよ
り早期発見につながると
考えられる。
・改善されたことや情報
の報告が遅れることのな
いよう，迅速に伝えてい
く。

②
確
か
な
学
力
の
育
成
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①
組
織
的
な
学
校
運
営

日常的な報
告・連絡・相談
を行うとともに，
児童理解の会
を定期的に行
い，情報交換
を密にする。問
題発生時は
チームで対応
し，早期解決
に努める。

日常のOJTや校内研
修を通して，授業力，
生徒指導力，学級経
営力の向上に努め
る。
【学びの指針１１条】

校内研修会や
ミニ研修会を
通して，授業
力，生徒指導
力，学級経営
力の向上を
図っている。

・対策委員会が
常設され未然防
止・早期発見・
早期解決に努め
た。
・アンケートを
実施し，結果や
分析面談で事実
確認を行い，必
要に応じて指導
を行った。
・定期的に児童
理解の会・支援
会議を開き，全
職員で情報交換
し共通理解を
図っている。

・全校月末計算
テストを計画的
及び継続的に
行った。
・９１％の児童
が８割以上を達
成した。

【様式６】

達成度判断基準

校長の学校経営構想
のもとで，各主任を核
に，組織としてＰＤＣA
サイクルを意識した学
校運営を心掛ける。

研修会を通し
て，授業力，
生徒指導力，
学級経営力の
向上が図られ
たと感じてい
る職員が，

基礎・基本の
定着度が

分掌における
取組が十分整
理されており，
共通理解のも
と事業が進め
られていると
感じている職
員が

自       己       評      価

各分掌におい
て，計画・実
行・検証・提言
が整理されて
おり，全職員の
共通理解のも
と校務が運営
されている。

わかる授業の実践，
学習タイムの有効活
用などにより，計算の
基本をしっかり定着さ
せる。
【学びの指針４条】

全校月末計算
テストで，８割
以上できる子
が80％を越え
るようにする。

全職員が児童の小さ
な変化も見逃さない
意識を持ち，組織的
に問題の未然防止・
早期発見・解決にあ
たる。

問題の未然防
止・早期解決
が図られたと
考えている職
員が



〈授業力向上〉 【成果指標】

Ａ：８０％以上

Ｂ： ７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

〈家庭学習の習慣化〉 【成果指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

〈積極的な生徒指導〉 【努力指標】

Ａ：100%

Ｂ： ９０％以上

Ｃ：８０％以上

Ｄ：８０％未満

【成果指標】

Ａ：100%

Ｂ： ９０％以上

Ｃ：８０％以上

Ｄ：８０％未満

授業において
３機能を意識
している教員
が

・児童アンケートは記名式
なので，悩んでいる子が
いたら，きちんと個別に話
を聞いてあげて欲しい。
「あまり楽しくない」と答え
た子たちが「まあまあ楽し
い」や「楽しい」と答えられ
るように，支援を行ってほ
しい。
・校下公民館の活力と連
携し，協力していきたい。
地域社会の中でも，交流
し子どもを育てていきた
い。親育ても地域の中で
行っていく。

・3年生は学習規律がま
だ定着していない児童が
いるために学習に集中で
きず低い評価になってし
まったと考えられるので，
支援体制を充実させてい
く。

・自己肯定感を高める取
組は，保育園でも実施し
ており，小学校でも継続し
て実施されていて良い。
・今後も，積極的に取り組
んでいってほしい。

・さらに「つながる」を意識
した教材研究を行ってい
く。

C

・研究授業を中
心に，授業の流
れなど研究の方
向性を共有し
た。
・問題を子ども
たちで作る授業
や，「～した
い」という「た
い」のある授業
を意識して行っ
た。
・児童アンケー
トから，どの項
目も80％以上を
超えているので
Ａ評価とする。

Ａ

・意欲が知識に結び付か
ない理由を明らかにし，
対策を進めていく必要が
ある。
・保育園で今取り組んで
いる「サイエンス」の活動
との関連が深い。科学の
目を養い意欲をもって取
り組める流れを確立し，小
保が連携していくと良い。

・児童アンケートと評価の
指標の整合性が取れて
いないので，児童アン
ケートの中に「進んで学
習に取り組んでいる」とい
う項目を入れる。
・達成度の判断基準値を
上げる。
・意欲がなかなか知識に
結びつかないため，「見
える形の学力」も目指し
て検証を続けていく。

・家庭学習強化週間を中
心とした取組の成果が見
られる。
・家庭学習強化週間と合
わせて実施している「ﾉ―
メディアの回数と日数を，
増やす方向で検討してほ
しい。

・学年や実態に応じた内
容を考え，質的な向上を
めざして，保護者との連
携をさらに図る。

③
豊
か
な
心
の
育
成

・自分や友達の
がんばりを認め
合う場を設けて
た。
・児童の良い
面・直すべき面
が見られたらそ
の場で指導し，
クラスで考え
た。
・児童アンケー
トで88.1％が楽
しいと感じてい
る。友だちとな
かよくできてい
ると思っている
児童は100％で
ある。

②
確
か
な
学
力
の
育
成 家庭におい

て，十分な学
習が定着して
いる児童が

自他ともに認め合い，
学校に来ることが楽し
いと感じる子どもを育
てる。

「主体的に学ぶ子」の
育成をめざして授業
力の向上に努める。

【学びの指針１，２，
３，５，６，１１条】

学年にふさわしい内
容・時間を伴う家庭学
習の習慣化を図る。

【学びの指針７条】

自ら課題解決
に取り組み，ペ
アやグループ
などにおける
学習に進んで
取り組んでい
る。

生徒指導の３
機能（自己決
定・自己有用
感・共感的人
間関係）を意
識した授業を
心がける。

・家庭学習強化
週間「しゅ・れ
ん・じ」の取組
や，強化週間外
における学級で
の継続的な取組
を進めた。
・児童アンケー
ト92.5％，保護
者アンケート
88.8％。

・自己肯定感を
高めるために，
様々な他者評価
の場を意図的に
設定した。

学校へ来ること
が楽しいと感じ
る子が100％に
なるように努め
る。

楽しいと感じ
ている児童が

進んで学習に
取り組んでい
ると感じている
児童が

児童がやる気
と向上心をもっ
て，家庭学習
に取り組んで
いる。

A

A



〈キャリア教育の推
進〉

【成果指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

〈読書活動の充実〉 【成果指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

〈道徳教育の充実〉 【努力指標】

Ａ：３回以上行った

Ｂ： ２回行った

Ｃ：１回行った

Ｄ：できなかった

〈情報モラル教育の
推進〉

【成果指標】

Ａ：８０％以上

Ｂ： ７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

〈たくましい体の育成〉 【満足度指標】

Ａ：100%

Ｂ： ９０％以上

Ｃ：８０％以上

Ｄ：８０％未満

幅広いジャンルの本
に出会う様々な機会
を設け，読書が好きな
子どもを育てる。
 【学びの指針８条】

児童の8割以
上が，年間の
貸出冊数にお
いておすすめ
の本10冊を含
み100冊以上と
なるように努め
る。

児童の実態に即し
て，いしかわ版道徳
教材の活用やゲスト
ティーチャーの招聘
等指導方法を工夫す
る。

内容を工夫し
た授業を学期
に

・地域で働く人と接する機
会をもつことはとても大切
である。
・「先輩みたいになりたい」
と思えるように，保護者も
含め，働きかけていって
ほしい。
・地域行事などを通して，
地域全体で子ども達を育
てていけるよう，協力して
いきたい。

・1年間だけの取組では
なく，6年間を見通した
キャリア教育の推進を，
今後も展開していく。
・地域で活躍している方
をゲストティーチャーとし
て招聘する機会を増や
す。

・「おすすめ10冊」や貸出
冊数の掲示など，取組が
工夫されている。
・いろいろな本を手に取る
機会がきちんと設けられ
ている。
・今後も学年にふさわしい
本の充実を続けて欲し
い。

・学校での読書の取組を
もっと発信し，家庭でも読
書を行える環境づくりを
進めていく。

・情報モラルの
指導を行い，情
報モラル検定を
行った。
・全児童の平均
が92％であった
ため，Ａ評価と
する。

A

・基準値を十分に達成で
きている。
・これからの時代，情報モ
ラルを身につけることは，
とても大切である。次年度
も，継続的・計画的に取
組を進めていってほし
い。

・達成度の判断基準値を
上げる。
・ネットモラル検定は，１
～４年までは同じものを
年間２回（確認のため），
５年以上は異なるものを
年間２回行う。

市教委員会作成の年
間計画に基づいて，
計画的に指導を行う。

Ａ

・体育カードの取組や，校
内の各種大会の取組な
ど，工夫して行っている。
・たくましい体の育成は，
保育園でも進めており，
小学校でも継続して実施
されていて良い。

・児童の体力の向上をね
らい，カードの工夫だけ
ではなく，環境の工夫を
試み，児童が楽しみなが
ら自然と体力を高められ
る場を設定する。

・各種カードを十
分に活用し，児
童に意欲を持た
せて取り組ませ
た。

③
豊
か
な
心
の
育
成

夢や希望を
もっている児
童が

ネットモラル検
定で，8割以
上とれた児童
が

年間貸出冊数
の目標（100
冊）を達成し
ている児童が

自分の将来に
夢や希望を
もっている子が
８割以上になる
ように努める。

体育カードの
活用や校内各
種大会に十分
取り組んだ職
員が

体育科や特別活動で
の体育的活動を通し
て，スポーツや体を動
かすことの楽しさを知
る。

各体育カード
を活用したり校
内各種大会に
取り組む。

・次年度も適切に指導し
ていってほしい。
・つけたい力を明確にし，
計画にもとづいて実施で
きると良い。
・地域の方を招いて学ぶ
機会を取り入れると良い。

・別様について，改善策
を作成する。
・ゲストティーチャーを招
聘した「道徳」の授業の
計画を立て行う。

・学校行事やた
てわり活動，委
員会活動，普段
の授業で，目標
をもって学校生
活を送り，達成
感を味わわせる
体験を積み重ね
た。
・児童アンケー
トで87.3％。6
年生は100％。

Ｂ

④
健
や
か
な
身
体
の
育
成

児童がネットモ
ラル検定で，8
割以上とれるよ
う努める。

指導の内容を
工夫した授業
を，どの学年も
学期に２回以
上行う。

将来なりたい自分の
姿を思い描き，目標
をもって学校生活を
おくることができる子
どもを育てる。
【学びの指針10条】

・年間の貸出目
標を図書室に年
度当初から掲示
し達成人数を更
新した。
・おすすめ10冊
を年2回行い
様々なジャンル
の本を手に取る
機会を設けた。
・2月22日現在
で74.8％であ
る。3月までで
80％を超える見
込みである。

Ｂ

・道徳の時間の
実施確認や道徳
別様の評価を記
入して取り組ん
だ。
・別様の評価を
行い学年の児童
の様子や指導の
工夫を明確にし
た。
・つけたい力に
応じて内容を変
更したため計画
通りに進めるこ
とが難しかっ
た。

Ｂ



〈健康教育〉 【成果指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

〈あいさつができる子
の育成〉

【成果指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ： ８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

〈ふるさとに愛着をも
つ子の育成〉

【努力指標】

Ａ：３回以上行った

Ｂ： ２回行った

Ｃ：１回行った

Ｄ：できなかった

ふるさとや地域
の人などから
学ぶ活動をど
の学年も２回
以上行う。

地域と一体となって社
会性を身につけた児
童を育成するため
に，時と場に応じたあ
いさつができる子を育
てる。
【学びの指針７，９条】

ふるさとや地
域の人から学
ぶ活動を

児童が身近な
人に進んであ
いさつができ
たと感じてい
る。

・ふるさとや地
域の人から学ぶ
活動を，どの学
年も２回以上
行った。

⑤
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

進んであいさ
つができたと
感じている児
童が

Ｂ

・子ども達には，ぜひ地域
の行事に参加してほし
い。地元を知り，地元に愛
着をもってもらいたい。
・中海の風土，環境など，
地域に誇りを持てる教材
がたくさんあるので，今後
も取り組んでいってほし
い。

・「ふるさとや地域の人か
ら学ぶ活動」とはどのよう
な活動なのか，実際に体
験した活動（年間体験活
動一覧表）を参考にし
て，共通理解する必要が
ある。

・あいさつ日本
一を目指して，
挨拶運動を続け
た。
・スマイルハー
ト表彰等，対外
的にも評価され
た。
・97%の児童が
進んであいさつ
できたと高い評
価をした。

A

・この取組は，中学校のあ
いさつ，そして社会人へと
つながっていく。あいさつ
ができることは一般社会
人として大事なこと。学
力，体力ともに必要である
が，あいさつを一番大切
にしてほしい。
・あいさつができる子が多
いのは，地域の力でもあ
る。
・あいさつからコミュニ
ケーションが始まり，人と
のつながりが広がる。公
民館行事や町内の行事
等が活発に行われている
ことが，よい影響を与えて
いる。

・定着をめざし，あいさつ
運動を継続していく。
・家庭での評価はやや低
いので，学校での児童の
様子を伝え家庭とも連携
していく必要がある。

・早寝，早起き，朝ごはん
は，保育園でも進めてお
り，小学校でも継続して実
施されていて良い。
・ノーメディアデーに，保
護者も共に取り組むこと
で，その良さが分かる。学
校からの働きかけで家庭
での取組も進むので，今
後もさらに拡充させて
行ってほしい。

・「しゅ・れん・じ」でのノー
メディアデーの取組を継
続し実施する。
・「早寝・早起き・朝ごは
ん」90％をめざし，保護
者にも啓発を続けてい
く。
・心の健康面や姿勢につ
いても考えていく。

・早寝，早起き
推奨運動（15分
チャレンジ）を
実施した。
・継続活動とし
て2月には，児
童保健委員会で
15分チャレンジ
を実施した。
・児童アンケー
トでは,早寝・
早起き・朝ごは
んが実行できて
いる児童は88.8
%だった。

Ｂ

総合的な学習，体験
学習をとおしてふるさ
との自然・文化・人々
に学び，ふるさとを愛
する心を持つ子を育
てる。

④
健
や
か
な
身
体
の
育
成

早寝･早起き･
朝ごはんが実
行できている
児童が

健康の増進，危険の
回避，望ましい食生
活等について，教科・
特別活動等と関連さ
せ，系統的な指導を
行う。
 【学びの指針７条】

健康の保持・
増進に関心を
持ち，望ましい
生活を送って
いる子を８割以
上にする。


